
学 年 教科等 単元名 日  時 

第６学年 国語科 感動の中心をとらえよう[教材：「海のいのち」] 平成 30年 10月 30日(火)６校時 

本時に 

おける 

「深い学び」 

太一が自分に最も強く語りかけてくることを端的な言葉で表し，根拠となる叙述を明確にする。そし

て，読んで理解したことを基に，話合いをとおして改めて自分の考えを見直すことを「深い学び」とす

る。 

〔本単元における「言葉による見方・考え方」を働かせた言語活動の設定〕 

言葉による見方 言葉による考え方  言語活動 
題材を意識させる表現，物語が読

み手に語りかける表現が複数ある。 
 表現等から物語が語りかけて
くることを端的な言葉で表す。 

  感動，根拠，理由，それらを
基にした考えを伝え合う。 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

御意見・御質問はこちら（研究部アドレス） 

miyafuken@cc.miyazaki-u.ac.jp 

 

物語が自分に最も強く語りかけ

てきたこと，その根拠となる叙述

を基に，話合いをとおして登場人

物の人物像や考え方に対する理解

を深めていった。そして，話合い

後に，改めて自分の新聞の見直し

をさせたり，「物語が自分に最も

強く語りかけてきたことを考える

力」を基にふりかえらせたりする

ことで，自らの変容を捉え，本時

の学びに対する成就感を味わえる

ようにした。 

本単元では，「物語が自分に最も

強く語りかけてくることを新聞の

見出しとして端的に表したり，根拠

となる叙述を挙げ，その理由を考え

たりして新聞にまとめる」という言

語活動を位置付けた。 

【見出し】物語が自分に最も強

く語りかけてきたこと 

      ➡ 感動 

【小見出し】根拠となる叙述 

      ➡ 感動の中心 

【 記 事 】理由や自分の考え 

【言葉にかかわらせるための言語活動の在り方】 

【言葉にかかわりながら習得した資質・能力を自覚させる手立て】 

本時で提示した新聞枠 

授業をふりかえって・・・⇒ 考えの根拠や理由を明確にした授業づくり 
● 「太一が最も強く語りかけてきたことを端的に表した言葉」に対する発表の際，その根拠となる叙述だけの場合には
「なぜそう考えたのか？」と問い，理由だけの場合には「その根拠となる叙述は？」と問うことで，内容の理解や自分
の考えを深めていく必要があった。 

● 太一に対する感動について話し合ったことを基に，自分の新聞の見出しや根拠となる叙述を見直し，自らの変容を捉
えることはできた。今後は，「なぜ自分の考えが変わったのか」「なぜ自分の考えは変わらなかったのか」ということへ
の理由を基に自らの学びを実感できるようにしたい。 

 

 みんな
はどんな
ことを書
いている
のかな？ 

 

 みんな
の考えを

大きくま
とめると
…。 

私は，こう考
えたわ。なぜな
ら，「海のいのち
は全く変わらな
い」というとこ
ろから，全ての
海のいのちを大
切にしているよ
うな感じがした
から！ 

初めは「千び
きに一ぴきしか
とらない」とい
うところだった
けど，みんなの
考えを聞いて，
「大魚はこの海
のいのちだと思
えた」に変わり
ました。 

まずは，①の物
語が自分に最も強
く語りかけてきた
ことを端的に表し
ます。それができ
たら②に移り，①
の根拠となる文や
言葉を選んで書き
抜いていきます。 

太一はどの場面にも登場し
ているから，おとうや与吉じ
いさと違って物語全体から考
えないといけないな！ 

このような活動
を毎時間行うこと
で，単元のゴール
への目的意識を持
続させたり，慣れ
親しませたりしな
がら，徐々に身に
付けさせたい言葉
の力を高められる
と考えます。 

第６時 

第７時 



授業実践計画 

○ 指導計画（12時間）：詳細については次頁に記載 

 

 

 

 

 

 

○ 本時の目標 

 

○ 指導過程 

学習活動及び学習内容 教師のかかわり 

１ 本時の学習について話し合う。 

○ 「海のいのち（太一編）」新聞 

 ・「挿絵の数がこれまでの新聞より多いよ。」 

 ・「ぼくだったら，こんな見出しにするな。」 

○ 学習問題 

 太一が，自分に最も強く語りかけてきたことは？ 

 

２ 新聞の書き方を確認し，書き込む。 

○ 新聞の書き方 

 ① 見出し（太一が自分に最も

強く語りかけてきたことを短

く表した言葉） 

② 根拠となる叙述 

 ○ 太一の行動や会話，様子等を

太字にした教材文 

   

 

３ 太一に対する感動について，話し合う。 

○ 話合いの形態（ペア→全体） 

○ 自分に最も強く語りかけてくること 

① 見出しの分類 ② 根拠となる叙述 

自然とのかかわり方 
大魚はこの海のいのち／村一番の漁師であり

続けた／千びきに一ぴきしかとらない  等 

父への思い おとう，ここにおられたのですか。   等 

与吉じいさへの感謝 ぼくも海で生きられます。       等 

 

４ 話し合ったことを基に，新聞の見直しを行う。 

 ○ 見直しの視点 
・ 見出し（自分に最も強く語りかけてきたことか） 

・ 根拠となる叙述（文や言葉を選び，抜き出しているか） 

・ 見出しと根拠となる叙述の関係（根拠となる叙述が，見出し
と結び付いているか） 

 

５ 本時の学びをふりかえる。 

○ 「物語が自分に最も強く語りかけてきたことを

考える力」を基にしたふりかえり 

○ 本時で作成する新聞を提示し，「これまでの新聞との違い

は？」と問うことで，太一の挿絵の多さに気付き，物語をとお

した太一の姿を捉え，学習問題に結び付けられるようにする。 

 

 

 

 

○ 新聞の書き方を確認し，言語活動を行う。その際，太一の行

動や会話，様子等を太字にした教材文（全文プリント）を全員

に配付し考えさせることで，見出しと叙述を結び付けて捉えら

れるようにする。 

○ なかなか見出しが定まらない子には「どの文や言葉が心に残

ったの？」と問い，先に叙述を明確にさせることで，自分に最

も強く語りかけてきたことを捉えることができるようにする。 

 

 

 

○ 話合いの前に，仲間の考えを巡回して確認させる。その際，

「大きくまとめて，どんな考えがあったか後で教えてね。」と伝

え，分類しながら確認させることで，その後の話合いにつなげ

られるようにする。 

 

○ 見出しを分類しながら，根拠となる叙述やその理由を話し合

わせることで，太一の性格や考え方について考えを広げたり深

めたりできるようにする。 

 

 

 

○ 太一に対する感動について話し合ったことを基に，自分の新

聞の見出しや根拠となる叙述を見直して青色で訂正させたり，

ペアで伝え合わせたりすることで，自らの変容を捉えられるよ

うにする。 

 

 

○ ふりかえりを書いた後に感想を発表させることで，太一に対

する感動を自分なりに捉え，まとめたことに対する成就感を味

わえるようにする。 

○ めざす子どもの姿 

  

 

 

⑴ 単元のゴールの姿から単元のめあて及び学習の見通しをもつ。                    ２時間 
⑵ 新出漢字と語句の意味を理解し，教材の内容の大体を捉える。                    ２時間 
⑶ 登場人物の人物像や物語の全体像を想像し，読んで理解したことを基に，自分の考えをもつ。      ５時間 
・ 山場（太一の心情の変化）  ・・・・・・・・・・１ 
・ 「おとう」に対する感動   ・・・・・・・・・・１ 
・ 「与吉じいさ 」に対する感動 ・・・・・・・・・・１ 
・ 「太一」に対する感動     ・・・・・・・・・・１（本時） 
・ 「作品全体」に対する感動  ・・・・・・・・・・１ 

⑷ 「海のいのち新聞弁論会」を行い，文章の内容に対する感動を伝え合う。               ３時間 
 

ぼくは，「海の自然との付き合い方」ということが伝わってきたよ。それは，「大魚はこの海のいの

ちだと思えた。」という文からだよ。なぜなら，父を破った瀬の主を殺さず，海のいのちとして，共に

生きていこうとする思いが表れているからだよ。             【思考・判断・表現】 

 太一の行動や会話，様子等の叙述を基に，太一に対する感動を自分なりに捉え，まとめることができる。 



六 五 四 三 二 一 

場面 

「
海
の
い
の
ち
」 

（
東
京
書
籍
六
年
） 

その後 瀬の主との出会い（山場） 瀬にもぐる成長した太一 与吉じいさの死 与吉じいさへの弟子入り 少年時代の太一とおとうの死 

P114ℓ9 ← P114ℓ1 P112ℓ13 ← P110ℓ12 P110ℓ11 ← P109ℓ1 P108ℓ7 ← P107ℓ11 P107ℓ10 ← P106ℓ1 P105ℓ14 ← P104ℓ1 

や
が
て
太
一
は
村
の
む
す
め
と
結
こ
ん
し
，
子
ど
も
を
四
人
育
て
た
。 

・
太
一
は
村
一
番
の
漁
師
で
あ
り
続
け
た
。 

・
千
び
き
に
一
ぴ
き
し
か
と
ら
な
い
の
だ
か
ら
，
海
の
い
の
ち
は
全
く
変
わ
ら 

な
い
。 

・
巨
大
な
ク
エ
を
岩
の
穴
で
見
か
け
た
の
に
も
り
を
打
た
な
か
っ
た
こ
と
は
， 

も
ち
ろ
ん
太
一
は
生
が
い
だ
れ
に
も
話
さ
な
か
っ
た
。 

瀬
に
も
ぐ
り
続
け
て
，
ほ
ぼ
一
年
が
過
ぎ
た 

・
だ
が
太
一
は
興
味
を
持
て
な
か
っ
た
。 

・
青
い
宝
石
の
目
を
見
た
。 

 

・
興
奮
し
て
い
な
が
ら
，
太
一
は
冷
静
だ
っ
た
。 

・
こ
れ
が
自
分
の
追
い
求
め
て
き
た
ま
ぼ
ろ
し
の
魚
，
村
一
番
の
も
ぐ
り
漁
師 

だ
っ
た
父
を
破
っ
た
瀬
の
主
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

・
鼻
づ
ら
に
向
か
っ
て
も
り
を
つ
き
出
す
の
だ
が
，<

略>
 

・
永
遠
に
こ
こ
に
い
ら
れ
る
よ
う
な
気
さ
え
し
た
。 

・
こ
の
大
魚
は
自
分
に
殺
さ
れ
た
が
っ
て
い
る
の
だ
と
太
一
は
思
っ
た
ほ
ど 

だ
っ
た
。 

・
こ
ん
な
感
情
に
な
っ
た
の
は
初
め
て
だ
。 

・
こ
の
魚
を
と
ら
な
け
れ
ば
，
本
当
の
一
人
前
の
漁
師
に
は
な
れ
な
い
の
だ
と 

太
一
は
泣
き
そ
う
に
な
り
な
が
ら
思
う
。 

・
水
の
中
で
太
一
は
ふ
っ
と
ほ
ほ
え
み
，
口
か
ら
銀
の
あ
ぶ
く
を
出
し
た
。 

・
も
り
の
刃
先
を
足
の
方
に
ど
け
，
ク
エ
に
向
か
っ
て
も
う
一
度
え
が
お
を 

作
っ
た
。 

 

・
「
お
と
う
，
こ
こ
に
お
ら
れ
た
の
で
す
か
。
ま
た
会
い
に
来
ま
す
か
ら
。」 

・
こ
う
思
う
こ
と
に
よ
っ
て
，
太
一
は
瀬
の
主
を
殺
さ
な
い
で
す
ん
だ
の
だ
。 

・
大
魚
は
こ
の
海
の
い
の
ち
だ
と
思
え
た
。 

あ
る
日 

 

・
太
一
は
，
あ
ら
し
さ
え
も
は
ね
返
す
く
っ
強
な
若
者
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。 

・
た
く
ま
し
い
背
中
に
，
母
の
悲
し
み
さ
え
も
背
負
お
う
と
し
て
い
た
の
で
あ 

る
。 

・
い
つ
も
の
一
本
づ
り
で
，
二
十
ぴ
き
の
イ
サ
キ
を
早
々
と
と
っ
た
太
一
は
， 

父
が
死
ん
だ
辺
り
の
瀬
に
船
を
進
め
た
。 

・
と
う
と
う
父
の
海
に
や
っ
て
き
た
の
だ
。 

で
し
に
な
っ
て
何
年
も
た
っ
た
あ
る
朝 

 

・
作
業
は
ほ
と
ん
ど
太
一
が
や
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

・
太
一
は
漁
か
ら
帰
る
と
毎
日
魚
を
届
け
に
行
っ
た
。 

 

・
太
一
は
全
て
を
さ
と
っ
た
。 

・
「
海
に
帰
り
ま
し
た
か
。
与
吉
じ
い
さ
，
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
お 

か
げ
さ
ま
で
ぼ
く
も
海
で
生
き
ら
れ
ま
す
。
」 

・
悲
し
み
が
ふ
き
上
が
っ
て
き
た
が
，
今
の
太
一
は
自
然
な
気
持
ち
で
顔
の
前 

に
両
手
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。 

・
父
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
，
与
吉
じ
い
さ
も
海
に
帰
っ
て
い
っ
た
の
だ
。 

中
学
校
を
卒
業
す
る
年
の
夏 

・
与
吉
じ
い
さ
に
で
し
に
し
て
く
れ
る
よ
う
に
た
の
み
に
行
っ
た
。 

 

・
「
年
を
取
っ
た
の
な
ら
，
ぼ
く
を
つ
え
の
代
わ
り
に
使
っ
て
く
れ
。」 

・
無
理
や
り
与
吉
じ
い
さ
の
で
し
に
な
っ
た
の
だ
。 

・
な
か
な
か
つ
り
糸
を
に
ぎ
ら
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
つ
り
針
に
え
さ
を
付 

け
，
上
が
っ
て
き
た
魚
か
ら
つ
り
針
を
外
す
仕
事
ば
か
り
だ
。 

父
も
そ
の
父
も
，
そ
の
先
ず
っ
と
顔
も
知
ら
な
い
父
親
た
ち
が
住
ん
で
い
た
海
に 

 

・
季
節
や
時
間
の
流
れ
と
と
も
に
変
わ
る
海
の
ど
ん
な
表
情
で
も
，
太
一
は
好 

き
だ
っ
た
。 

・
「
ぼ
く
は
漁
師
に
な
る
。
お
と
う
と
い
っ
し
ょ
に
海
に
出
る
ん
だ
。」 

・
子
供
の
こ
ろ
か
ら
，
太
一
は
こ
う
言
っ
て
は
ば
か
ら
な
か
っ
た
。 

太
一
（
中
心
と
な
る
人
物
） 

主題 

父
を
破
っ
た
瀬
の
主
を
追
い
続
け
る
太
一
が
，
父
や
与
吉
じ
い
さ
か
ら
海
の
い
の
ち
に
対
す
る
考

え
方
を
学
ん
だ
こ
と
に
よ
り
，
瀬
の
主
を
海
の
い
の
ち
そ
の
も
の
と
思
い
，
太
一
自
身
も
海
の
生
き

方
を
悟
る
。
自
然
の
営
み
，
自
然
と
の
付
き
合
い
方
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
。 

   

・
ひ
と
み
は
黒
い
真
珠
の
よ
う
だ
っ
た
。 

・
刃
物
の
よ
う
な
歯
が
並
ん
だ
灰
色
の
く
ち
び 

 

る
は
，
ふ
く
ら
ん
で
い
て
大
き
い
。 

・
岩
そ
の
も
の
が
魚
の
よ
う
だ
っ
た
。 

・
百
五
十
キ
ロ
は
優
に
こ
え
て
い
る
だ
ろ
う
。 

  

・
動
こ
う
と
は
し
な
い
。 

・
全
く
動
こ
う
と
せ
ず
に
太
一
を
見
て
い
た
。 

・
お
だ
や
か
な
目
だ
っ
た
。 

・「
お
ま
え
が
，
お
と
う
の
死
ん
だ
瀬
に
も
ぐ
る 

と
，
い
つ
言
い
だ
す
か
と
思
う
と
，
わ
た
し 

は
お
そ
ろ
し
く
て
夜
も
ね
む
れ
な
い
よ
。
お 

ま
え
の
心
の
中
が
見
え
る
よ
う
で
。」 

 

・「
自
分
で
は
気
づ
か
な
い
だ
ろ
う
が
，
お
ま
え 

は
村
一
番
の
漁
師
だ
よ
。
太
一
，
こ
こ
は
お 

ま
え
の
海
だ
。」 

 

・
真
夏
の
あ
る
日
，
与
吉
じ
い
さ
は
暑
い
の
に
毛 

布
を
の
ど
ま
で
か
け
て
ね
む
っ
て
い
た
。 

 

・
与
吉
じ
い
さ
は
，
太
一
の
父
が
死
ん
だ
瀬
に
， 

毎
日
一
本
づ
り
に
行
っ
て
い
る
漁
師
だ
っ
た
。 

・「<

略>

も
う
魚
を
海
に
自
然
に
遊
ば
せ
て
や
り 

た
く
な
っ
と
る
。
」 

 

・「
千
び
き
に
一
ぴ
き
で
い
い
ん
だ
。
千
び
き
い 

る
う
ち
一
ぴ
き
を
つ
れ
ば
，
ず
っ
と
こ
の
海 

で
生
き
て
い
け
る
よ
。」 

・
毎
日
タ
イ
を
二
十
ぴ
き
と
る
と
，
も
う
道
具
を 

か
た
づ
け
た
。 

・
父
は
，
も
ぐ
り
漁
師
だ
っ
た
。 

・
だ
れ
に
も
も
ぐ
れ
な
い
瀬
に
，
た
っ
た
一
人
で 

も
ぐ
っ
て
は
，<

略>
 

・
大
物
を
し
と
め
て
も
，
父
は
自
ま
ん
す
る
こ
と 

も
な
く
言
う
の
だ
っ
た
。 

・「
海
の
め
ぐ
み
だ
か
ら
な
あ
。」 

・
父
は
ロ
ー
プ
を
体
に
巻
い
た
ま
ま
，
水
中
で
事 

切
れ
て
い
た
。 

・
ロ
ー
プ
の
も
う
一
方
の
先
に
は
，
光
る
緑
色
の 

目
を
し
た
ク
エ
が
い
た
と
い
う
。 

・
父
の
も
り
を
体
に
つ
き
さ
し
た
瀬
の
主
は
，
何 

人
が
か
り
で
引
こ
う
と
全
く
動
か
な
い
。
ま
る 

で
岩
の
よ
う
な
魚
だ
。 

お
と
う
・
与
吉
じ
い
さ
・
母
・

瀬
の
主
（
そ
の
他
の
人
物
） 

○ 

村
一
番
の
漁
師
と
は
，
ど
の

よ
う
な
漁
師
な
の
か
。 

○ 

題
名
を
強
く
意
識
さ
せ
る
表

現
は
何
か
。 

○ 

物
語
全
体
を
と
お
し
て
，
強

く
語
り
か
け
て
き
た
こ
と
は
何

か
。 

 

（
新
聞
の
見
出
し
） 

○ 

太
一
の
瀬
の
主
に
対
す
る
心

情
は
，
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た

か
。 

○ 

太
一
は
，
ど
の
よ
う
な
漁
師

だ
っ
た
の
か
。 

○ 

太
一
の
考
え
方
で
，
強
く
語

り
か
け
て
き
た
こ
と
は
何
か
。 

（
新
聞
の
見
出
し
） 

 

 

○ 

与
吉
じ
い
さ
は
，
ど
の
よ
う

な
漁
師
だ
っ
た
の
か
。 

○ 

与
吉
じ
い
さ
と
太
一
は
，
ど

の
よ
う
な
関
係
か
。 

○ 

与
吉
じ
い
さ
の
考
え
方
で
，

強
く
語
り
か
け
て
き
た
こ
と
は

何
か
。 

（
新
聞
の
見
出
し
） 

○ 

お
と
う
は
，
ど
の
よ
う
な
も

ぐ
り
漁
師
だ
っ
た
の
か
。 

○ 

お
と
う
と
太
一
は
，
ど
の
よ

う
な
関
係
か
。 

○ 

お
と
う
の
考
え
方
で
，
強
く

語
り
か
け
て
き
た
こ
と
は
何

か
。 

（
新
聞
の
見
出
し
） 

指
導
の
ポ
イ
ン
ト 

（
言
語
活
動
） 

○ 教材分析 

父
へ
の
憧
れ 

父
の
姿
を
追
う
思
い
・
そ
の
父
を

破
っ
た
瀬
の
主
へ
の
強
い
思
い 

成
長
の
実
感
と
感
謝 

悲 

願 

興
奮
・
冷
静
・
挑
戦 

海
の
い
の
ち
へ
の
畏
敬
・
悟
り 

恩 

恵 

節 

制 

心
配
・
愛
情 



○ 単元指導計画（12時間） 

段階 
主な学習活動及び学習内容 
※吹き出しは予想される子どもの問題意識や目的意識 

教師のかかわり 具体的な評価規準 

生

み

出

す 

⑵ 

１ 単元のゴールの姿から単元のめあてを
設定する。        ＜１時間＞ 

 ○ 身に付けたい言葉の力 
  ◇ 物語が自分に最も強く語りかけて

きたことを考える力 
○ 単元のめあて 
 物語が自分に最も強く語りかけてき
たことを考え，「海のいのち新聞弁論会」
をしよう。 

 
 

 
 
２ 教材を通読し，学習の見通しをもつ。         
＜１時間＞ 

 ○ 初発の「感動の中心」 

○ 教師が作成した感動の中心を捉えてまとめた新
聞を複数提示し説明する。そうすることで，感動
とは物語が自分に最も強く語りかけてきたこと，
その中心とは，根拠となる叙述ということを理解
できるようにする。 

○ ４年教材「走れ」で実際に新聞を作成させるこ
とで，自分の今の力を実感し，物語が自分に最も
強く語りかけてきたことを捉えていく必要感をも
てるようにする。 

○ 「海のいのち」について，同様に新聞にまとめ，
それを弁論形式にして自分の考えを伝え合うこと
を確認することで，単元のゴールへの意欲をもて
るようにする。 

○ 通読後に新聞を作成し，それを交流させること
で，互いの感動やその中心に違いがあることに気
付き，単元のゴールへの見通しをもてるようにす
る。 

○ 物語の内容に
対する感動を伝
え合うことに関
心をもち，「海の
いのち」を読み
取っていくこと
に意欲をもって
いる。 

 （態度） 

挑

む 

⑺ 

３ 新出漢字と語句の意味を確認し，教材
の内容や構成の大体を捉える。 

＜２時間＞ 
 ○ 新出漢字と語句の意味の確認 

 ○ 教材の内容や構成の大体 

 

 

 

 

４ 登場人物の人物像や物語の全体像を想
像し，読んで理解したことを基に，自分の
考えをもつ。       ＜５時間＞ 

 ○ 山場（太一の心情の変化） 

  

 

 ○ 「おとう」に対する感動  

 

 

 ○ 「与吉じいさ」に対する感動 

  

 

○ 「太一」に対する感動 

 

  

○ 「作品全体」に対する感動 

 

 

○ 「黒い真珠のよう」の「真珠」等のような比喩
にかかわる語句の意味を確認させる。そうするこ
とで，表現したり理解したりするのに必要な語句
を増やし，表現の工夫やそのよさに気付くことが
できるようにする。 

○ 物語の登場人物，場面設定，時間の流れ，相互
関係，山場等をこれまでの学習を参考にしながら
確認させることで，教材の内容や構成の大体を捉
えることができるようにする。 

○ 山場における太一の心情の変化を押さえさせる
ことで，登場人物の人物像や物語の全体像を具体
的に想像できるようにする。それとともに，それ
ぞれの人物に対する感動について自分の考えをも
つきっかけになるようにする。 

 

○ 身に付けさせたい資質・能力に迫るため，次の
ような言語活動に取り組んでいく。また，文章の
内容を読んで理解する際は，毎時間，①・②を位
置付けることで，新聞による弁論会を行うという，
単元をとおした目的意識をもてるようにする。 

 ① 物語が最も強く自分に語りかけてきたことを
新聞の見出しとして短い言葉でまとめて書かせ
る。 

 ② その見出しにした根拠となる叙述を書かせた
り，その理由を考えさせたりする。 

  

 

 

○ 比喩にかかわ
る語句の意味を
調べ，表現した
り理解したりす
るのに必要な語
句を増やした
り，表現の工夫
やそのよさに気
付いたりしてい
る。 

（知・技） 
 

 

○ おとう，与吉
じいさ，太一の
人物像や物語の
内容や描かれ方
を読んで理解し
ている。 

  （思・判・表） 

生

か

す 

⑶ 

５ 「海のいのち新聞弁論会」を行い，文章
の内容に対する感動を伝え合う。          

＜３時間＞ 

 ○ 新聞のまとめ 

 ○ 「海のいのち新聞弁論会」 

  

 

 

 

○ ふりかえり 

  

 

 
  

○ 学習をとおして物語が自分に最も強く語りかけ
てきたことを改めて問い直し，新聞にまとめさせ
ることで，自分の感動の中心を明確にすることが
できるようにする。 

○ 新聞を書く際，物語が語りかけてきたことと，
これまで自分が知っていることを結び付けて考え
を述べさせる。そうすることで，学習をとおした
自分の考えを形成できるようにする。 

○ 初発と「海のいのち新聞弁論会」で述べた感動
の中心を比較させることで，学習をとおした自分
の感動の中心の深まりや変容を実感できるように
する。 

○ 「海のいのち」
が語りかけてき
たことを捉え，
それに対する自
分の考えをまと
めている。 

（思・判・表） 
○ 自分の感動の
中心の深まりや
変容を実感し，
これからに生か
そうとする意欲
を高めている。     

（態度） 

 

本時 
４/５ 

「海のいのち新聞弁論会」に向けて，この物語が最もぼ
くに語りかけてくることを考えていくぞ！ 

この物語は，第５場面が山場かな。５月の「風切るつばさ」
で学習した人物関係もどうなっているのかな。よし，全体を
捉えてみよう！ 

よし，「海のいのち新聞弁論会」の準備が整ったぞ。この
物語がぼくに最も強く語りかけてきたことをみんなに伝え
るぞ！ 

山場で，太一の心情はどのように変化するのかな。 

「おとう」がぼくに最も強く語りかけてくることは何か
な。 

「与吉じいさ」がぼくに最も強く語りかけてくることは
何かな。 

「太一」がぼくに最も強く語りかけてくることは何かな。 

物語全体をとおして，ぼくに最も強く語りかけてくるこ
とは何かな。 


